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略歴

(1980年 オーロラビジョン誕生)

•1981年 4月三菱電機入社:長崎製作所

VFD技術の応用と第二世代ｵｰﾛﾗﾋﾞｼﾞｮﾝの開発

•2002～2014年 新技術(有機ELなど)への挑戦

•2017年 定年退職・再雇用:人材育成など

•2018年 オーロラビジョンのIEEEﾏｲﾙｽﾄｰﾝ登録

•2021年 国立科学博物館主任調査員

•2023年 3月退職
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発表の構成：固定表示（看板と電飾）を除く

１．はじめに

大型映像表示装置とは
公共の場で人々に共通の情報を伝える手段

•看板：古代文明に遡る

•電飾：宗教改革時代に遡る(木々に灯した蝋燭)

2章 100年の歴史

3章 表示ﾃﾞﾊﾞｲｽ

4～7章 誕生と発展

・イノベーション
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（国立科学博物館）


